家庭礼拝　2010年9月29日　使徒言行録第23章　パウロ暗殺の陰謀
　賛美歌５21　捕え給えわが身を　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP５7‐５8　その御名は－主イエスは牧者
起

先週の、22章では、せっかくエルサレムに帰ってきたパウロが一週間か10日の内にエルサレムで騒ぎを起こして、捕えられ、殺されそうになりました。私には、パウロがどうして、そこまでして、エルサレムに帰ってきたのかはっきりとは分かりません。エルサレムで命の危険を冒してまで、何をしたかったというのでしょうか。パウロの行くところはどこでも暴動が起こるのです。パウロはエルサレムで何もしないうちに捕らわれてしまいました。エルサレムに来た理由が考えられるとすれば、パウロがどうして、キリストを信じるものとなったのかを、エルサレムの人々に弁明しておきたい。この復活のイエスキリストのことを一度でもいいから伝えたい。それで殺されるならば、それでもいいと思ったのかもしれません。どうしても一度はエルサレムの人々にその理由を説明したかったのかもしれません。
エルサレムでの暴動で、パウロを守る側についたローマの千人隊長もまた、どうしてパウロが訴えられ、殺されそうになっているのか理解できませんでした。パウロの弁明の話も理解できませんでした。それで、翌日、最高法院を召集して、そこで、パウロに説明させようとしました。パウロがローマの市民権を持っていることもあり、どうしてもその理由を知りたかったのです。パウロは最高法院の議員達の前に引き出されました。
パウロは最高法院の議員たちを見つめてこう言いました。「兄弟たち、わたしは今日に至るまで、あくまでも良心に従って神の前で生きてきました。」と、話を切り出しました。その話の本題が始まる前に、大祭司アナニアはパウロの近くに立っているものに命じて、パウロの口を打つようにいいました。パウロは正々堂々と説明しようとしたのですが、ユダヤ人たちは、既に感情的になっており、まともな話し合いが出来る状態ではありませんでした。当時の最高法院は、サドカイ人が主で、それにパリサイ人が加わり70人の議員で構成されていました。大祭司にはサドカイ派の人たちがなっていました。このときの大祭司アナニアは、どうしていきなり口を打てといって、パウロを黙らせようとしたのでしょうか。パウロが誠実に話を切り出そうとしたのにです。それは、議員たちは、パウロを罪人と見ているのに対して、パウロは、自分は罪びとではなく、あなた達の兄弟であると思っているからです。パウロが堂々と、その最高法院の議員達の前で、兄弟達、と切り出したとき、この大祭司アナニアは、この罪びとの癖に、私達に向かって、兄弟達、とは何事だと、怒ったのです。自分たちは裁くものであって、罪びとに兄弟と言われる筋合いは無いと思ったわけです。一つになろうとしているパウロと、裁こうとしているアナニアには接点が無かったのです。パウロはたぶん、エルサレムで弁明するために戻ってきたと思うのです。そして、その一番大きな舞台はこの最高法院で、その弁明を、なぜ私はイエスを信じるようになったのか、そのいきさつを話そうと思っていたはずです。ところが、口を打たれたパウロには、もうその糸口が見当たりませんでした。
承

パウロは、この状況を見て方針を変えました。もうこのユダヤ人たちには説明しても無駄だ。復活や、霊や、天使を信じることが出来ず、この世的な考え方しか出来ない、サドカイ派の人々を相手にしては何を言っても無駄だ。そう思ったのかもしれません。それで、復活したイエスキリストが自分に現れてくださったこと、聖霊が自分をどのように導いてくださって、私が変えられたかを話すのをあきらめ、代わりに、こう言ったのです。6節から8節です。
使 23:6　パウロは、議員の一部がサドカイ派、一部がファリサイ派であることを知って、議場で声を高めて言った。「兄弟たち、わたしは生まれながらのファリサイ派です。死者が復活するという望みを抱いていることで、わたしは裁判にかけられているのです。」
使 23:7　パウロがこう言ったので、ファリサイ派とサドカイ派との間に論争が生じ、最高法院は分裂した。
使 23:8　サドカイ派は復活も天使も霊もないと言い、ファリサイ派はこのいずれをも認めているからである。
パウロは、イエスキリストの復活の話する前に、復活を信じないサドカイ派の議員が多くいるのを見て、自分が裁判にかけられているのは、死者が復活するという望みを抱いているからだ。私は生まれながらのファリサイ派なのだと切り出したのです。そして、自分が話せば当然、自分が問題になってくることを、ファリサイ派とサドカイ派の論争の問題にしたのです。当然両派の間に論争が生じて、最高法院は分裂しました。ファリサイ派の人々は、パウロに対して、この人には何の悪い点も見出せないといって、弁護したのです。
千人隊長は、パウロが、彼らに引き裂かれてしまうのではないかと心配して、パウロを力づくで助け出し、兵営に連れて行くように命じました。その夜、パウロは兵営の中で軟禁状態か獄に入れられていたと思うのですが、独りで暗い闇の中に居たのではないかと思います。せっかく、命がけでエルサレムに帰ってきて、何とかイエスキリストを述べ伝え、自分の信仰の回心を弁明しようと思ったのに、それすらもうまく出来なかったことに落胆していたと思うのです。もうユダヤ人を相手にこのようなことをするのはやめようかと思ったのかもしれません。深い失意の暗闇にいた思うのです。この暗闇の、希望の見えないところに主が立ってくださいました。11節です。
使 23:11　その夜、主はパウロのそばに立って言われた。「勇気を出せ。エルサレムでわたしのことを力強く証ししたように、ローマでも証しをしなければならない。」
主のみ言葉はまずこうでした。勇気を出せ、と言ったのです。パウロはよほどの失意のどん底にあったのだと思います。心の中も外も闇だったのです。勇気も気力もなくなったのです。自分はこのままエルサレムで死ぬのではないかと覚悟していたのだと思います。その様な思いの中で、パウロに主が言われたのは、まず、勇気を出せ、と言う事です。全くの失意の中にあるとき、主が言われるのは、勇気を出しなさいと言うことです。私には希望がある。あなたには、なすべきことがある。だから勇気を出しなさい、と言うことでした。そして、主は、エルサレムで私のことを力強く証ししたように、ローマでも証しをしなければならない、と言われたのです。パウロはエルサレムで失意の中にありましたが、主は、エルサレムで私のことを力強く証ししたように、と言って、その力強い働きを認めてくれました。そして、明日の命さえも分からない、危険の只中で、全く考えられないような，ローマに行って証しをすると言う主の御言葉を聴いたのです。自分はここで死ぬのではない、主がローマで証しをしなさいといわれたのだ、パウロはそう思ったはずです。危険が迫り、じっとして折れないようなその夜、パウロは地上的な策を考えるのではなく、神の声を聞いたのです。私達も、多くの祈りをお捧げしますが、神の御力は、何もしていない者の上に起こるものではないかもしれません。パウロのように、自分は神の御用をするのにはふさわしくないと思いつつも、一生懸命にその御用をしていくときに、神の御力が思いがけず、現れてくださるのかもしれません。そこに、ところが、と言う逆転の世界が開かれていくのだと思います。奇跡の世界が起こるのだと思います。
転

一方ユダヤ人たちは、パウロに対する恨みと怒りがつのっていきます。パウロを殺そうとするたくらみを持つものが40人以上集まって、祭司長や長老達のところへ行き、私たちはパウロを殺すまで、飲み食いしないと言う誓いを立てました。そして、パウロをもっと調べると言う口実を設けて、あなた方のところに連れ出してください。そうしたら、私たちは途中で待ち伏せて殺します。そのように言ったのです。ところがその陰謀をパウロの親戚の若者が聞いていました。そして兵営の中に入っていき、パウロに知らせました。パウロは百人隊長の一人を呼んで、千人隊長のところにその若者を連れて行ってくれるように頼みました。そして、若者はこう言ったのです。19節から22節です。
使 23:19　千人隊長は、若者の手を取って人のいない所へ行き、「知らせたいこととは何か」と尋ねた。
使 23:20　若者は言った。「ユダヤ人たちは、パウロのことをもっと詳しく調べるという口実で、明日パウロを最高法院に連れて来るようにと、あなたに願い出ることに決めています。
使 23:21　どうか、彼らの言いなりにならないでください。彼らのうち四十人以上が、パウロを殺すまでは飲み食いしないと誓い、陰謀をたくらんでいるのです。そして、今その手はずを整えて、御承諾を待っているのです。」
使 23:22　そこで千人隊長は、「このことをわたしに知らせたとは、だれにも言うな」と命じて、若者を帰した。
何と言う危機でしょうか、このような危機を人間の思いで切り抜けられるでしょうか。奇跡としか思えないような方法で、神様はパウロを守り、その役割をローマの兵隊達が行ったのです。自分たちは神に選ばれた、正統的な信仰者であると思っているユダヤ人のヒステリックな、気違いじみた憎しみと、ユダヤ人の目から見れば異邦人である、千人隊長やローマの兵隊達、の冷静で公平な態度がひどく対象をなしているのが不思議です。一般の人々が宗教に対して、信仰に対して、恐れと警戒を持つのはこのことなのです。信じているものたちは何の疑いも無く正しいことと思っていることが、冷静な目からはヒステリックでキチガイじみたこととしか映らないわけです。このような間違いを犯さないためには、神様が人間に守ってもらわなければならない様な小さな神様では無いと言うことをしっかりと覚えて、むしろ、信仰者が、神様に委ねて、神様の導きを受け入れていく事が大切なのだと思います。イエスキリストは、それが十字架であっても受け入れたのですから。決して、自分が死ぬことが敗北だとは思っていないわけです。
　さて、その若者の知らせを聞いた千人隊長は、百人隊長二人に命じて、今夜9時にパウロをカイサリアまで護送するようにと命じました。その護送のために準備されたのは歩兵二百名、騎兵七十名、補助兵二百名の470名でした。たった一人の名もない罪びとを護送するのに何と言う大変な護送団でしょうか。当時のローマの政治機関が置かれていた場所は、エルサレムではなくて、カイザリヤでした。執政所はヘロデ大王が立てた宮殿でした。エルサレムからカイザリアまでは９６ｋｍありました。ちょうどここから東京に行くようなものです。エルサレムは山の中に有りカイザリアは港のあるおおきな町です。その途中は険しい道が多く、途中で、待ち伏せされるようなところが多くありました。騎兵だけでは危険だったのです。それで、千人隊長は歩兵の軍団に、その山道の間を守らせたのでした。アンテパトリスはその山道を抜けた開けたところに出来た町でした。歩兵たちはそこまで護衛して、またエルサレムに帰りました。アンテパトリスからカイザリアまでは40kmです。そこからは、騎兵達が馬でパウロをカイザリアまで護送しました。何か有っても開けている場所なので、馬ですぐに逃げたり移動したりできるからでした。この様に大変慎重な準備をして、パウロは守られて、総督フェリクスのもとに無事届けられたのでした。千人隊長はパウロを総督のもとに送るに当たって、手紙をしたためました。26節から30節です。
使 23:26　「クラウディウス・リシアが総督フェリクス閣下に御挨拶申し上げます。
使 23:27　この者がユダヤ人に捕らえられ、殺されようとしていたのを、わたしは兵士たちを率いて救い出しました。ローマ帝国の市民権を持つ者であることが分かったからです。
使 23:28　そして、告発されている理由を知ろうとして、最高法院に連行しました。
使 23:29　ところが、彼が告発されているのは、ユダヤ人の律法に関する問題であって、死刑や投獄に相当する理由はないことが分かりました。
使 23:30　しかし、この者に対する陰謀があるという報告を受けましたので、直ちに閣下のもとに護送いたします。告発人たちには、この者に関する件を閣下に訴え出るようにと、命じておきました。」
千人隊長は、ローマ法に基づけば、パウロには何の罪も見出せなかったのです。しかし、ローマ市民権を持つパウロが殺される危険があったため、総督のもとに護送し、保護してもらったのです。そしてユダヤ人たちには、パウロを訴えたいならば総督のもとに訴えるようにと、命じておいたのです。パウロの命は、ローマ兵によって守られました。そして、パウロには主が命じられたように、ローマでの宣教の道が開かれたのでした。
結

神様が全ての支配者であると言うことは、書物を読んでも、いろいろと考えてみても分かることではありません。パウロのように、どこまでも神の声を聞いて従っていこうとするとき、その言葉の真実を証ししてくださる神様を、初めて知ることが出来るのです。そのとき、天地が味方をし、奇跡的な偶然が味方をし、ローマ兵達が味方をしてくれ、神様が支配者であることが分かるのです。パウロはこれらの出来事を体験して、主の御臨在を更に深く強く感じることが出来たと思います。そして自分のローマでの使命をも強く感じたと思います。そして、自分がローマで証しをし宣教するまでは、自分は死なないのだとも思ったと思います。私達の信仰もまた、私達の思いを超えて、どこまでも神様の声を聞いて従って行こうとする時、神の真実を知らされ、神のご支配を知り、そこに生きることが出来るのだと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今日もパウロの働きを学ぶことが出来感謝いたします。パウロには何と奇跡的な出来事がたくさんあり、主が現れて助けてくださるのだろうかと思わされます。そこにはパウロの全てを捧げて、主に従っていこうとする、すさまじいほどの信仰があります。一方で、ユダヤ人達の偏狭な信仰を思わされます。自分達の信仰は正しいと思うあまり、パウロの信仰を否定し、憎しみに燃えて醜い陰謀を計るようになってしまいます。これがどんなにあなたの御心にかなうもので無いかを忘れてしまうのです。むしろ、ローマ兵達の公平はすばらしく立派な態度に思われてしまいます。私達が、幾ら信仰を持っても、自分達の感情や憎しみに振り回されているのでは何にもならないどころか、異常なものとなってしまいます。主よ、私達の信仰が、どうか偏狭な思いに捕らわれることなく、あなたの深い愛を持って行うことが出来ますように。あなたの愛が、自分の命をも捧げるものであることを思い起こすことが出来ますように。
　御殿場教会からしばらく遠のいて、少し離れたところから信仰者と言うものを見ていると、その欠点がいろいろと見えてきます。自分自身もそうであったことが、今明らかにされてきます。信仰者の偏狭さが、本当のあなたの御心を隠していることを思います。主よ、どうか日本中のクリスチャンが、そして世界中のクリスチャンが、あなたの御心を本当に表すものとなることが出来ますように。特に御殿場教会の信仰者の上に、あなたの導きがありますように。すべてが良きものへと変えられます様に。

この祈りをし、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆パウロ、最高法院で取り調べを受ける
使 22:30　翌日、千人隊長は、なぜパウロがユダヤ人から訴えられているのか、確かなことを知りたいと思い、彼の鎖を外した。そして、祭司長たちと最高法院全体の召集を命じ、パウロを連れ出して彼らの前に立たせた。
使 23:1　そこで、パウロは最高法院の議員たちを見つめて言った。「兄弟たち、わたしは今日に至るまで、あくまでも良心に従って神の前で生きてきました。」
使 23:2　すると、大祭司アナニアは、パウロの近くに立っていた者たちに、彼の口を打つように命じた。
使 23:3　パウロは大祭司に向かって言った。「白く塗った壁よ、神があなたをお打ちになる。あなたは、律法に従ってわたしを裁くためにそこに座っていながら、律法に背いて、わたしを打て、と命令するのですか。」
使 23:4　近くに立っていた者たちが、「神の大祭司をののしる気か」と言った。
使 23:5　パウロは言った。「兄弟たち、その人が大祭司だとは知りませんでした。確かに『あなたの民の指導者を悪く言うな』と書かれています。」
使 23:6　パウロは、議員の一部がサドカイ派、一部がファリサイ派であることを知って、議場で声を高めて言った。「兄弟たち、わたしは生まれながらのファリサイ派です。死者が復活するという望みを抱いていることで、わたしは裁判にかけられているのです。」
使 23:7　パウロがこう言ったので、ファリサイ派とサドカイ派との間に論争が生じ、最高法院は分裂した。
使 23:8　サドカイ派は復活も天使も霊もないと言い、ファリサイ派はこのいずれをも認めているからである。
使 23:9　そこで、騒ぎは大きくなった。ファリサイ派の数人の律法学者が立ち上がって激しく論じ、「この人には何の悪い点も見いだせない。霊か天使かが彼に話しかけたのだろうか」と言った。
使 23:10　こうして、論争が激しくなったので、千人隊長は、パウロが彼らに引き裂かれてしまうのではないかと心配し、兵士たちに、下りていって人々の中からパウロを力ずくで助け出し、兵営に連れて行くように命じた。
使 23:11　その夜、主はパウロのそばに立って言われた。「勇気を出せ。エルサレムでわたしのことを力強く証ししたように、ローマでも証しをしなければならない。」
◆パウロ暗殺の陰謀
使 23:12　夜が明けると、ユダヤ人たちは陰謀をたくらみ、パウロを殺すまでは飲み食いしないという誓いを立てた。
使 23:13　このたくらみに加わった者は、四十人以上もいた。
使 23:14　彼らは、祭司長たちや長老たちのところへ行って、こう言った。「わたしたちは、パウロを殺すまでは何も食べないと、固く誓いました。
使 23:15　ですから今、パウロについてもっと詳しく調べるという口実を設けて、彼をあなたがたのところへ連れて来るように、最高法院と組んで千人隊長に願い出てください。わたしたちは、彼がここへ来る前に殺してしまう手はずを整えています。」
使 23:16　しかし、この陰謀をパウロの姉妹の子が聞き込み、兵営の中に入って来て、パウロに知らせた。
使 23:17　それで、パウロは百人隊長の一人を呼んで言った。「この若者を千人隊長のところへ連れて行ってください。何か知らせることがあるそうです。」
使 23:18　そこで百人隊長は、若者を千人隊長のもとに連れて行き、こう言った。「囚人パウロがわたしを呼んで、この若者をこちらに連れて来るようにと頼みました。何か話したいことがあるそうです。」
使 23:19　千人隊長は、若者の手を取って人のいない所へ行き、「知らせたいこととは何か」と尋ねた。
使 23:20　若者は言った。「ユダヤ人たちは、パウロのことをもっと詳しく調べるという口実で、明日パウロを最高法院に連れて来るようにと、あなたに願い出ることに決めています。
使 23:21　どうか、彼らの言いなりにならないでください。彼らのうち四十人以上が、パウロを殺すまでは飲み食いしないと誓い、陰謀をたくらんでいるのです。そして、今その手はずを整えて、御承諾を待っているのです。」
使 23:22　そこで千人隊長は、「このことをわたしに知らせたとは、だれにも言うな」と命じて、若者を帰した。
◆パウロ、総督フェリクスのもとへ護送される
使 23:23　千人隊長は百人隊長二人を呼び、「今夜九時カイサリアへ出発できるように、歩兵二百名、騎兵七十名、補助兵二百名を準備せよ」と言った。
使 23:24　また、馬を用意し、パウロを乗せて、総督フェリクスのもとへ無事に護送するように命じ、
使 23:25　次のような内容の手紙を書いた。
使 23:26　「クラウディウス・リシアが総督フェリクス閣下に御挨拶申し上げます。
使 23:27　この者がユダヤ人に捕らえられ、殺されようとしていたのを、わたしは兵士たちを率いて救い出しました。ローマ帝国の市民権を持つ者であることが分かったからです。
使 23:28　そして、告発されている理由を知ろうとして、最高法院に連行しました。
使 23:29　ところが、彼が告発されているのは、ユダヤ人の律法に関する問題であって、死刑や投獄に相当する理由はないことが分かりました。
使 23:30　しかし、この者に対する陰謀があるという報告を受けましたので、直ちに閣下のもとに護送いたします。告発人たちには、この者に関する件を閣下に訴え出るようにと、命じておきました。」
使 23:31　さて、歩兵たちは、命令どおりにパウロを引き取って、夜のうちにアンティパトリスまで連れて行き、
使 23:32　翌日、騎兵たちに護送を任せて兵営へ戻った。
使 23:33　騎兵たちはカイサリアに到着すると、手紙を総督に届け、パウロを引き渡した。
使 23:34　総督は手紙を読んでから、パウロがどの州の出身であるかを尋ね、キリキア州の出身だと分かると、
使 23:35　「お前を告発する者たちが到着してから、尋問することにする」と言った。そして、ヘロデの官邸にパウロを留置しておくように命じた。
